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資料としては， Hellmanの校合発育段階IVA期以後の被験者45名(第 I 群:良好な岐合を呈するもの












解析を行った。すなわち， 1.第 I 群を構成する 3 つの校合型群について，轡曲指数の平均値を比較した。
2. 第 I 群について轡曲指数と側方頭部X線規格写真上で、求めた24計測項目との間の単純相関係数を求め
た。 3. 第 H群について，初診時，動的治療終了時および最終資料採得時における轡曲指数を算出し，平均





その結果，第 I 群については， 1.轡曲指数は E級不正校合者群が最も大きく，正常校合者群， m級不
正日交合者群の順iと有意に小で、あった口 2. 轡曲指数は，上顎 i乙関する項目では， ζSNA ， Ptm-A と正の，
下顎については，どSNB ，Go.A. ， Ar-Go ，ABR-Bとそれぞれ負の相関を示した。また 上下顎関係につ
いては，どANB， A-Bと正の，どNAP と負の相関を示した。一方，上顎歯に関しては何ら相関関係は見
出せなかったが，下顎歯については L 1 高と正の， ABR-L6 と負の相関を示した。上下歯列関係に関し
ては，オーパージェット，オーバーバイトとそれぞれ正の相関を示した。一方，第 H群については， 1. 
轡曲指数は治療中 iζ有意に小さくなり，動的治療終了後増大する傾向を示したo 2.初診時の轡曲指数を
表わす重回帰式においては，初診時のどSNBおよびどU l-SNがとり入れられ，回帰係数は負であった。
3. 動的治療終了後の轡曲指数の変化は初診時の顎態とは有意の関連性を示さなかった。 4. 動的治療終了
後の轡曲指数の変化は，どANB， ζNAP， A-Bの合成変量の動的治療による変化を説明変量とする重回帰
式iとより説明され，回帰係数は正であった。






本研究は，歯列弓の形態的特徴の 1 つである Speeの轡曲について，従来困難とされていた数量化の方
法を新たに考案し，轡曲の程度と顎・顔面頭蓋形態との関係を統計学的に検討したものである。
その結果，強いSpeeの轡曲は骨格性上顎前突，小さな下顎歯槽基底部前後径および大きな下顎切歯高
を呈する場合に見られることが明らかとなった。また，歯科矯正治療後の轡曲の後戻り方向への変化は，
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治療による上下顎関係の改善の程度と密接な関係のあることが示された。
これらは，不正攻合，特に上顎前突の治療後に生じ易いオーパージェット，オーバーバイトの後戻り
を防ぐにあたって参考となるきわめて重要かっ新たな知見であり，価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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